
    

様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９    

    

科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書    

平成 25年 5月 29日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の概要（和文）：従来の英語史の研究では、15 世紀に成立し始めた標準英語を中心に

研究がすすめられることが多く、通時的な変異と地域的な変異の関係などについては十分に検

討がなされてきたとは言い難い。しかしながら、最近では、標準英語を中心とした英語史のみ

ならず、地域的な変異すなわち英語の方言での歴史的研究を含めた、多くの人々の声の言語の

歴史を検討する研究の必要性が叫ばれつつある。本研究は、コーパスを利用することにより、

通時的な変異のみならず、地域的な変異をも検討することで、通時的変異と地域的変異の関係

に従来以上に焦点をあてることが、英語史のより良い理解に貢献しうることを照明した。 
 

研究成果の概要（英文）：Previous studies in the history of the English language do not 
necessarily pay due attention to the diachronic and diatopic variations in the language 
because of their focus on Standard English emerging from the fifteenth century. Recently, 
however, there has been a call for the need to explore the many-voiced histories of the 
English language including regional developments. The present research has 
demonstrated, in the past three years, that more focus should be placed on the link 
between diachronic and diatopic variations in the historical study of the English language, 
and that such a focus can contribute to a more profound understanding of the English 
langage in its historical aspects. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来、英語史の研究では、15世紀に成立し

た標準英語を中心に考察する傾向が強く、地

域的変異の研究は、方言の理解のためのみに

用いられがちであった。しかしながら、方言

での言語変化を含めたより多面的なアプロ

ーチの英語史研究の必要性が近年叫ばれつ

つある。このため、英語のコーパスを利用し、

通時的・地域的変異の検討を統合することで、

より多面的な英語史研究を行うことができ
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る可能性を考慮し、コーパス言語学および古

英語、中英語、近代英語、現代英語を専門領

域とする谷、今井、西村、家入、尾崎、澤田、

柳、内田、矢橋の 9 名で、3 年間の研究を開

始することとした。 
 
 
２．研究の目的 
 従来の英語史研究においては、標準英語を

中心とする画一的な視点から研究する傾向

が強かったことは、「研究開始当初の背景」

で述べた。しかし、近年、方言や基層となる

ケルト語などの影響を形態や統語の面で重

視する研究がなされつつあり、標準英語のみ

ならず、方言を含めた英語の歴史的発達の多

角的理解を求める傾向がみられる。また、特

に中英語においては、LALME (Linguistic 
Atlas of Late Medieval English) や

LAEMEA（Linguistic Atlas of Early Middle 

English）の出版・公開に伴い、形態論や統

語論の分野においても、地域的変異を研究し

うる可能性が高まり、また、Innsbruck大学

で作成された中英語散文コーパスなどによ

り、方言的な要素を研究することがより実現

可能となる環境が整いつつある。よって、本

研究では、英語史における通時的変異のみな

らず、通時的変異と地域的変異やジャンルな

どの変異との関係にも十分注意を払った研

究を行うことを目的とした。 
3 年という限られた時間の研究では、英語

史の全ての時代を網羅的に行うことは困難

であるので、研究組織のメンバーのそれぞれ

得意な時代と領域を研究して、それらの統合

により英語史全体を見通すこととした。 
 
 
３．研究の方法 
 研究当初に、本研究の目的・方針を研究者

間で確認したのち、各研究者の専門とする時

代のコーパス（あるいは電子テキスト）を選

定し、地域的変異にも注意を払いながら研究

を進めるという方法にした。また、研究を促

進するために、2 年目の 2011 年に大阪で国際

学会の開催を企画し、それに向けて研究を進

め、本研究組織の研究者がそこで研究発表を

行い、国内外の研究者と学術交流ならびに意

見交換を通して、研究の推進と深化を行うこ

とを計画し、これを実現した。この学会の際、

研究組織のうち、6 人が発表を行い、同時に

全員の研究の経過を報告しあい、また、海外

より 5 人のコーパスを用いた英語歴史言語学

の世界的研究者(Irma Taavitsainen, Manfred 

Markusu, Mark Davies, Jeremy Smith)を招へい

し、学術交流も行った。 

 

 

４．研究成果 

 上記の目的と方法により、研究代表者の谷

は中英語を、研究分担者の尾崎は古英語を、

今井と西村と家入と澤田と柳は中英語を、矢

橋は近代英語を、内田は現代英語を担当し、

それぞれの時代の語彙や統語の分析を行い、

その研究成果を論文等を通して発表した。 

ここでは、(1)主な成果、(2) 国内外にお

けるインパクト、(3)今後の展望について、

以下論じる。 

 

（１）主な成果 

 本研究を通して、通常、方言との関係であ

まり論じられることのない英語史の現象が

実は、英語の通時的変化と関係があることが、

明らかできた場合がある。標準語化が始まる

15 世紀前には、この点がより明白である。し

かしながら、同時に英語における標準語化が

書き言葉にもたらした影響の強さも、逆に明

らかになった。 

 地域的変異が英語の通時的変異と関わり

がある例として、動詞 witが同義的な know に

取って代わられる歴史的過程での地域的変

異と、標準語化との関わりを調査した本研究

の一つを例にとり、論じる。 

 動詞 wit が中英語を通して、徐々に同義的

な know に交替していく歴史的過程は

Rissanen (1993) により論じられているが、

方言との関係はあまり議論されていない。し

かしながら、インスブルック中英語散文コー

パスの年代と方言のパラミターを用いるこ

とで、wit が特に East Midland 方言で世紀を通

じて頻度が高いことが明らかになった。また、

East Midland 方言の中でも、wit の生起数の特

に多い 15 世紀の Paston Letters では、書簡の

冒頭部で使われる定型表現に含まれる wit の

使用のために、頻度が高くなるというジャン

ルの要因が一因であることも解明した。一方

know は London 方言において、14 世紀以降に

非常に頻度が高く、正規化頻度において wit

の約 2倍の頻度があること、また、南部方言

でも 15 世紀に高頻度であることも明らかに

なった。このように、know の使用拡大が、実

際には英語の標準語化がすすむ London 方言

との関わりが密接であったという点は、従来

指摘されていないことである。一方で、wit

は主に北部で残存し、それが 19 世紀の方言

辞書 English Dialect Dictionary での方言での

残存の指摘や、『現代スコットランド語辞書』

での項目などに反映されていることも明ら

かにした。 

 また、Rissanen は、イディオム化が wit の

衰退の原因と主張していたが、そのイディオ

ムと指摘されていた項目自体の修正を行う

とともに、その多くが、実は主に談話的機能

で使用されるものであることも解明した。 

 このように、本研究では、通時的コーパス

を用いることで、通時的変異と地域的変異の



関わりを、量的にも明らかにすることもでき

たと言える。 

 

（２）国内外におけるインパクト 

 国内と国外のインパクトに分け、述べる。

国内におけるインパクトについては、時間的

変異と方言的な変異やジャンルなどの変異

の関係に注意を払うことが英語史の多面的

理解に貢献することを、個々の研究成果を通

して、示したことである。さらには、コーパ

スや電子コーパスを用いることで、そのよう

な研究を促進できることを示したことであ

る。また、のちに述べる国際学会において、

多くの国内の研究者とも交流したことで、本

研究の成果を共有することができた。 

 国外における影響については、本研究組織

が 2011 年に大阪大学中之島センターで国際

学会MMECL 2011 (Middle and Modern English 

Corpus Linguistics)を主催し、研究組織メンバ

ー中 6 名が発表を行い、本研究の成果を報告

することができた。これにより、本研究なら

びに日本の英語史研究の一端をこの国際学

会を通じて、世界に発信できたと言える。し

かしながら、東日本大震災の影響で海外研究

者のキャンセルが相次いぎ、当初よりも海外

の参加者が減少したことは残念であった。さ

らに、2012 年には、The 17th International 

Conference on English Historical Linguistics  

(University of Zurich, Switzerland)にも、本研究

組織メンバーの 5 名が参加し、うち 2 名が研

究発表を行い、研究成果を公開するとともに、

海外の研究者と学術交流をさらに深めた。 

 

（３）今後の展望 

 研究組織のメンバーの専門とする時代の

不均衡のために、近代英語の研究が手薄とな

った。標準語化が 15 世紀にはじまったとは

言え、初期近代英語ではまだまだ地域的変異

が多く見られたと考えらえる。したがって、

今後、新プロジェクトを行う際には、特に初

期近代英語の研究をより進め、15 世紀までの

研究との連携を図ることで、通時的地域的変

異の関係をより深く考察できるように方策

を考えるべきであろう。 

 今述べたことと直接関係するが、研究を進

めるうえで、15 世紀における英語の標準語化

により、近代英語以降では、方言的資料の少

なさが問題となった。19 世紀になると Ellis

や Wright の方言研究の資料があり、現代英語

の方言も社会言語学的研究があるものの、中

英語後期からの時間的なギャップが問題と

なった。英語における標準語化が非常に強力

であるためだが、、書簡などの特定のジャン

ルに研究の焦点を絞るなどの手段を講じる

ことや、近代英語の方言コーパスを新たに作

製することなどを今後の課題として、研究を

継続している。 
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